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第
12
回
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

きょうされん主催きょうされん主催

　

終
戦
直
後
の
飢
餓
時
代

で
も
、
こ
ん
な
人
は
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
中
華
屋

の
店
主
が
、
親
か
ら
の
仕

送
り
が
滞
っ
て
い
た
り
生

活
費
に
不
自
由
し
た
り
し

て
い
る
学
生
に
「
皿

洗
い
で
ご
飯
無
料
」

の
特
別
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
た
。
ご

飯
を
提
供
し
て
き
た
の

は
、
10
月
末
に
閉
店
し

た
「
餃
子
の
王
将
」
出
町

店
店
主
の
井
上
定
博
さ
ん

（
70
）
だ
。

　

自
身
が
貧
乏
暮
ら
し
で

食
費
に
も
事
欠
い
て
い
た

の
が
原
点
で
あ
り
、
王
将

店
長
就
任
の
１
９
８
２
年

か
ら
社
会
へ
の
恩
返
し
の

思
い
で
「
皿
洗
い
で
ご
飯

無
料
」
の
特
別
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
。

　

井
上
さ
ん
に
聞
く
と
、

こ
れ
ま
で
に
皿
洗
い
を
経

験
し
た
学
生
は
３
万
人
を

超
え
る
と
い
う
。

　

そ
ん
な
元
苦
学
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
機
会

を
得
た
。
東
大
阪
で
町
工

場
（
株
式
会
社
オ
ー
ミ

ヤ
）
を
経
営
す
る
道
野
弘

樹
さ
ん
（
32
）
だ
。
同
志

社
大
学
商
学
部
で
学
び
な

が
ら
、
芸
人
を
目
指
し
て

漫
才
コ
ン
ビ
で
１
年
間
が

ん
ば
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
芸
人
の
夢

は
叶
わ
ず
、
大
学
３
回
生

の
折
に
米
国
ラ
ス
ベ
ガ
ス

に
渡
り
、
１
年
間
の
語
学

留
学
を
経
験
し
、
帰
国
し

て
か
ら
は
勉
学
に
努
め

た
。
親
か
ら
の
仕
送
り
に

は
頼
ら
ず
、
バ
イ
ト
代
で

全
て
を
賄
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
王
将
の

井
上
さ
ん
に
助
け
ら
れ

た
。
３
回
生
の
ま
る
ま
る

１
年
間
と
４
回
生
の

半
年
ぐ
ら
い
は
ま
さ

に
命
の
綱
だ
っ
た
。

30
分
間
皿
洗
い
を
や

る
と
、
好
き
な
定
食
と
餃

子
・
か
ら
揚
げ
を
お
腹

い
っ
ぱ
い
に
食
べ
さ
せ
て

く
れ
た
。「
今
思
い
出
し

て
も
、感
謝
で
涙
が
出
る
」

と
道
野
さ
ん
。

　

井
上
さ
ん
は
礼
儀
・
行

儀
に
厳
し
い
人
で
、
学
生

の
皿
洗
い
の
態
度
が
悪

か
っ
た
り
、
食
べ
残
し
で

も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
恐

ろ
し
い
形
相
で
強
烈
に
怒

る
の
が
常
だ
っ
た
。
あ
ま

り
強
烈
に
怒
ら
れ
る
と
怖

れ
を
な
し
て
、
２
度
と
来

な
く
な
る
学
生
も
い
た
。

道
野
さ
ん
は
井
上
さ
ん
に

気
に
入
ら
れ
た
よ
う
で
、

怒
ら
れ
な
が
ら
も
可
愛

が
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　
「
世
の
中
、銭
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
周
り
の
人
た
ち
へ

の
気
配
り
が
大
事
だ
よ
」

　

井
上
さ
ん
の
言
葉
が
心

に
し
み
る
。（
小
川
秀
人
） 　

ほ
ぼ
１
年
間
、
休
眠
状

態
が
続
い
た
笑
い
の
殿
堂

「
喜
楽
亭
」（
八
尾
市
陽
光

園
２
―
５
―
４
）
が
帰
っ

て
く
る
。
喜
楽
亭
は
元
八

光
信
用
金
庫
常
務
理
事
の

中
川
政
雄
さ
ん
（
78
）
が

席
亭
を
務
め
る
個
人
経
営

の
寄
席
だ
。
平
成
29
年
９

月
に
杮
落
と
し
公
演
を
行

い
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

旧
知
の
間
柄
で
あ
る
漫

才
ブ
ー
ム
の
牽
引
者
、
吉

本
興
業
・
里
見
ま
さ
と
さ

ん
（
68
）
を
名
誉
席
亭
に

迎
え
、
年
間
に
３
回
プ
ロ

の
芸
人
に
よ
る
寄
席
を
開

催
し
て
き
た
。

　

現
在
、
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に

巻
き
込
ま
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
ラ
イ
ブ
や
芝
居

公
演
、
漫
才
・
落
語
が
ほ

と
ん
ど
休
業
状
態
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
だ
ま
だ
終
息
状
態
に

は
ほ
ど
遠
い
が
、「
手
洗
い
・

う
が
い
・
マ
ス
ク
」
と
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
イ
ス
タ
ン
ス

の
励
行
を
守
り
つ
つ
、
経

済
活
動
の
緩
や
か
な
回
復

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

喜
楽
亭
の
寄
席
再
開

は
、
12
月
６
日
（
日
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
。
寄

席
の
演
題
は
「
ピ
ン
芸
と

講
談
を
聴
く
会
」、
出
演

者
は
里
見
ま
さ
と
さ
ん
、

旭
堂
小
南
陵
さ
ん
、
旭
堂

南
龍
さ
ん
、
か
い
し
さ
ん

だ
。

　

従
前
は
大
勢
の
お
客
さ

ん
を
迎
え
て
開
い
て
い
た

が
、
今
回
は
最
大
限
の
予

防
措
置
を
取
り
つ
つ
開
催

す
る
。
お
客

さ
ん
は
23
人

に
限
定
し
て

い
る
。な
お
、

当
日
は
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
ラ
イ

ブ
配
信
を
実

施
す
る
。

　

中
川
席
亭

は
過
日
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
取
材
を

受
け
、
八
光

信
用
金
庫
時
代
に
立
ち
上

げ
た
社
内
ク
ラ
ブ
「
お
笑

い
研
究
会
」
の
聞
く
も
涙

の
物
語
や
、
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
現
代
出
演
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
、「
喜
楽
亭
」
オ
ー

プ
ン
の
苦
労
話
な
ど
を
大

い
に
語
っ
た
。
放
映
予
定

日
は
12
月
中
旬
以
降
の
木

曜
日
。
12
時
「
グ
ル
っ
と

関
西
」
番
組
内
「
原
田
伸

郎
の
会
い
に
行
き
ま
す
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ

る
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
は

「
お
笑
い
研
究
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
毎
月
出
演
し
、

楽
し
い
笑
い
を
届
け
る
計

画
だ
。

（
小
川
秀
人
）

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 12
月

3日  ゲスト ： 道野弘樹さん
　　　　　　「配管に新たな価値を提供」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

10日  ゲスト ： 小川康行さん
　　　　　　「人を幸せにするスイーツ」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

17日  ゲスト ： 山下崇さん
　　　　　　「使い捨てカイロで水質浄化」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

24日  ゲスト ： あんがいおまるさん
　　　　「演劇と出版の二足の草鞋を履いて」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

完成した卓上カレンダーを持つ一瀬
薫樹さん（ワークセンターひびきで）

名誉席亭の里見まさとさん

皿
洗
い
で
ご
飯
無
料

株
式
会
社
オ
ー
ミ
ヤ
道
野
弘
樹
社
長
に
聞
く

一瀬薫樹さんの絵が一瀬薫樹さんの絵が 卓上カレンダー 卓上カレンダー にに

お待たせしましたお待たせしました
喜楽亭再開！喜楽亭再開！
笑いの殿堂が師走に帰ってくる笑いの殿堂が師走に帰ってくる

新
型
コ
ロ
ナ
と
笑
顔
と
音
楽

　
　
　
日
本
ス
マ
イ
リ
ス
ト
協
会

近
藤
友
二
会
長
が
講
演

広域

2020・12・1

　

空
を
飛
ぶ
鳥
の
目
で
見
る
紅
葉
狩
り
。

ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
で
観
光
地
の
景
色
が
新

た
に
な
り
感
激
も
一ひ

と

入し
お
だ
。

　
「
俯ふ

瞰か
ん
」
と
は
高
所
か
ら
見
下
ろ
し
全

体
を
把
握
す
る
こ
と
。
予
算
委
員
会
で
立

憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
は
「
壊
れ
た

レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
」
同
じ
答
弁
を
繰
り
返
す
な

と
菅
義
偉
首
相
に
迫
っ
た
。
そ
の
答
弁
と
は
「
総

合
的
、
俯
瞰
的
活
動
を
確
保
す
る
」
を
指
す
。
日

本
学
術
会
議
新
会

員
６
人
の
任
命
拒

否
理
由
も
「
人
事
に
関
す
る
こ
と
」
の
一
点
張
り

だ
。

　

安
全
保
障
関
連
法
や
特
定
秘
密
保
護
法
な
ど
で

政
府
方
針
に「
異
を
唱
え
た
人
物
だ
か
ら
外
し
た
」

な
ど
と
は
、
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
。
菅
首
相

は
担
当
者
に
「
良
き
に
計
ら
え
」
と
丸
投
げ
し
、

見
て
い
な
い
と
し
て
も
結
果
責
任
は
免
れ
な
い
。

当
事
者
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
反
論
し
た
官
僚
と

同
じ
よ
う
に
飛
ば
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

日
本
学
術
会
議
は
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）

設
立
の
首
相
所
管
の
組
織
で
、
政
府
へ
の
政
策
提

言
な
ど
を
行
う
。
約
87
万
人
の
科
学
者
を
代
表
す

る
機
関
で
、
２
１
０
人
の
会
員
と
約
２
０
０
０
人

の
連
携
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
首
相
の
所
管

（
独
立
性
の
担
保
）
や
会
員
の
推
薦
制
（
事
実
上
、

会
員
が
後
任
を
指
名
）、
特
別
職
国
家
公
務
員
制

度
、
年
間
予
算
10
億
円
、
軍
事
目
的
の
研
究
拒
否

（
心
理
学
で
も
軍
事
に
な
る
が
）、
多
様
性
等
々
の

問
題
が
浮
上
。
こ
の
際
、
見
直
す
い
い
機
会
だ
。

第
三
者
委
員
会
で

検
証
し
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
に
リ
セ
ッ
ト

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

真
理
を
追
求
す
る
学
者
の
良
心
や
気
概
を
も
と

に
民
営
化
を
日
本
会
議
側
か
ら
提
案
す
る
手
も

あ
る
。
蛇
足
だ
が
、「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
ス
ク

ー
プ
と
い
う
が
、
な
ぜ
か
違
和
感
を
感
じ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

「
国
民
の
た
め
に
働
く
内
閣
」
は
ス
ッ
キ
リ
と
国

民
の
モ
ヤ
モ
ヤ
感
を
ス
カ
ッ
と
晴
ら
す
こ
と
だ
。

目
を
開
け
、
心
を
開
い
て
、
真
偽
を
見
極
め
る
眼

力
を
持
ち
た
い
。

晴耕雨読

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
に

中
西
工
業
株
式
会
社

社長　中西啓蒙
八尾市福万寺町2－71
TEL 072－998－1323

中西工業株式会社

　
「
ダ
ン
パ
ー
」
は
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
専
門
家
以
外
は

ダ
ン
パ
ー
と
聞
い
て
も

製
品
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
だ
ろ
う
。

　

様
々
な
産
業
の
設
備

が
稼
働
中
に
発
生
す
る

風
量
を
調
整
・
加
減
す

る
た
め
の
戸
で
あ
り
、

稼
働
し
て
い
る
運
動
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る

装
置
を
ダ
ン
パ
ー
と
呼

称
す
る
。

　

ダ
ン
パ
ー
を
必
要
と

す
る
産
業
は
、
廃
棄
物

処
理
装
置
・
製
鉄
所
関

係
・
電
力
会
社
・
紛
体

処
理
装
置
・
ト
ン
ネ
ル

内
の
空
調
設
備
等
々
、

多
岐
に
わ
た
る
。
製
品

の
性
質
上
、
製
造
は
基

本
的
に
客
先
の
要
望
に

合
わ
せ
た
製
品
仕
様
の

受
注
生
産
だ
。

　

過
去
に
は
振
動
ふ
る

い
機
械
や
特
殊
洗
浄
機

械
も
造
っ
て
き
た
が
、

現
在
は
ダ
ン
パ
ー
製
造

に
集
中
し
て
い
る
。

　

創
業
者
の

父
親
中
西
博

さ
ん
（
故

人
）
は
近
畿

大
学
工
学
部

機
械
工
学
科

で
学
び
、
中

西
工
業
株
式

会
社
を
興
し

た
。
鉄
工
関

係
の
仕
事
を

し
つ
つ
、
製

缶
作
業
や
何

ん
や
か
や
と

注
文
を
こ
な

し
て
い
る
う

ち
に
、
た
ま

た
ま
ダ
ン
パ

ー
関
係
の
仕

事
と
縁
が
で

き
た
。
そ
こ
か
ら
一
気

呵
成
に
ダ
ン
パ
ー
造
り

に
突
き
進
み
、
産
業
界

に
貢
献
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

現
社
長
の
中
西
啓
豪

さ
ん
（
56
）
は
近
畿
大

学
商
経
学
部
で
学
び
、

卒
業
後
中
西
工
業
株
式

会
社
に
入
社
、
平
成
24

年
に
代
表
取
締
役
に
就

任
す
る
。

　

跡
継
ぎ
の
道
筋
が
見

え
て
い
る
な
か
で
、
中

西
社
長
に
な
ぜ
「
工
学

系
」
を
選
択
し
な
か
っ

た
か
を
尋
ね
る
と
、
た

だ
一
言
「
工
学
部
じ
ゃ

遊
べ
な
い
か
ら
ね
」。

愉
快
な
人
物
だ
。

　

中
西
社
長
に
は
も
う

ひ
と
つ
の
顔
が
あ
る
。

法
務
省
か
ら
委
託
さ
れ

て
行
う
保
護
司
に
12
年

前
就
任
し
、
活
動
し
て

い
る
。
知
り
合
い
の
保

護
司
に
依
頼
さ
れ
て
就

任
し
た
と
い
う
。

　

様
々
な
罪
状
で
服
役

し
て
い
た
人
が
仮
釈
放

で
社
会
に
出
て
き
た
と

き
、
保
護
司
は
そ
の
人

た
ち
の
社
会
復
帰
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
大
変
難

し
い
仕
事
だ
が
、
や
り

甲
斐
が
あ
る
。

　

中
西
社
長
は
12
年
の

間
、
様
々
な
人
の
人
生

を
見
て
き
た
た
め
、
自

己
成
長
に
と
て
も
有
用

だ
っ
た
と
語
る
。
伊
達

や
酔
狂
で
で
き
る
任
務

で
は
な
い
。
頭
が
下
が

る
思
い
だ
。

　

モ
ッ
ト
ー
を
聞
い
た
。

　
「
働
き
や
す
い
環
境

で
、
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
製
品

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
」

　

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
「
目
標
を
持
っ

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

取
り
組
む
姿
勢
が
大
事

だ
と
思
う
」。

　

創
業
者
の
口
ぐ
せ
は

「
客
先
の
無
理
を
聞
い

て
ナ
ン
ボ
だ
！
」。

　

時
代
は
違
っ
て
も
、

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
ポ
イ

ン
ト
は
変
わ
ら
な
い
よ

う
だ
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

27

ダンパー造りで産業界に貢献

保護司も務める中西啓豪社長

広い工場にずらりと機械が並ぶ

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
T E L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では88カ所の霊場のお砂をさすっていただ
き、周囲を歩くことによって下に敷きつめて
ある88カ所のお砂を踏んでいただきます。

カ
ッ
ト
野
菜

ス
タ
ッ
フ
募
集
誰
で
も
で
き
る

簡
単
な
作
業

Ｇ
Ｆ
株
式
会
社 

平
野
工
場

大
阪
市
平
野
区
長
吉
六
反
１―

７―

2 0

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
７
０
７―

８
８
６
８

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

席亭：中川政雄
八尾市陽光園2－5－4
（JR八尾駅より徒歩5分）
TEL 090－1677－7552

喜楽亭

牛滝温泉
四季まつり

新温泉開業

7月4日グランドオープン
ナトリウム―塩化物・炭酸水素泉、ラドン温泉

屋根付きテラスで
BBQ・宴会ができます

大阪府岸和田市大沢町1156
☎ 072―479―2641

（旧いよやかの郷）

自然の中に浮かぶ天空の露天風呂
宿
泊
も

で
き
ま
す

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

電
気
主
任
技
術
者
電
験
３
種
取
得
者

募　集
高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

NPO法人日本こども支援協会（TEL 06-6767-1130）

45,000人の子どもが
家庭を必要としています

　

き
ょ
う
さ
れ
ん（
旧
称
：

共
同
作
業
所
全
国
連
絡

会
）
主
催
の
第
12
回
グ
ッ

ズ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

（
ア
ー
ト
作
品
選
考
会
）

で
一か

ず

瀬せ

薫ゆ
き
な樹
さ
ん
（
22
）

の
作
品
「
山
猫
大
王
」
が

選
ば
れ
た
。

　

一
瀬
さ
ん
は
社
会
福
祉

法
人
ひ
び
き
福
祉
会
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
（
東

大
阪
市
荒
川
３
―
５
―
６

―
１
０
１
）
で
働
き
な
が

ら
絵
を
描
い
て
い
る
。
受

賞
作
は
水
彩
、ア
ク
リ
ル
、

色
鉛
筆
を
使
い
カ
ラ
フ
ル

に
猫
を
表
現
し
た
。
全
国

２
１
０
事
業
所
１
、
５
９

７
点
の
応
募
作
品
か
ら
選

ば
れ
、２
０
２
１
年
版「
は

た
ら
く
仲
間
の
う
た
」
卓

上
カ
レ
ン
ダ
ー
（
１
、
１

０
０
円
・
税
込
み
）
に
採

用
さ
れ
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
た
ち
に
対
す

る
理
解
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
活
動
。

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
の
収
入

は
障
が
い
の
あ
る
人
が
安

心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

き
ょ
う
さ
れ
ん
活
動
の
財

源
に
充
て
ら
れ
る
。

　

一
瀬
さ
ん
に
創
作
に
つ

い
て
聞
く
と
、「
頭
の
中

で
好
き
な
猫
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
描
き
ま
し
た
。
カ
ラ

フ
ル
な
洋
服
を
着
せ
て
か

わ
い
く
し
ま
し
た
」
と
話

し
た
。
販
売
目
標
は
１
０

０
冊
だ
。

　

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
の
問

い
合
わ
せ
・
購
入
は
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
（
☎

０
６
―
６
７
２
０
―
７
７

７
４
）
へ
。

　

近
藤
会
長
は
１
９
８
５

年
に
日
本
ス
マ
イ
リ
ス
ト

協
会
を
立
ち
上
げ
、
１
億

３
千
万
人
の
笑
顔
運
動
を

始
め
た
人
物
。
笑
顔
を
全

国
に
広
め
た
パ
イ
オ
ニ
ア

だ
。
笑
顔
に
よ
っ
て
肉
体

的
に
も
精
神
的
に
も
健
康

に
な
る
こ
と
を
自
ら
実
証

し
て
い
る
。
ツ
ヤ
の
あ
る

声
は
と
て
も
米
寿
と
は
思

え
な
い
。

　

近
藤
さ
ん
は
笑
顔
に

よ
っ
て
免
疫
力
を
高
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
よ

う
に
と
約
30

人
の
参
加
者

を
元
気
づ
け

た
。
歌
え
ば
さ
ら
に
免
疫

力
が
ア
ッ
プ
す
る
と
付
け

加
え
た
。

　

来
年
５
月
16
日
13
時
か

ら
エ
ル
シ
ア
タ
ー
（
大
阪

市
中
央
区
北
浜
東
３
―

14
）
で
「
世
界
に
笑
顔
を

呼
び
か
け
る
音
楽
会
」
を

開
く
予
定
。
少
年
の
よ
う

に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、

近
藤
会
長
は
音
楽
会
の
宣

伝
を
し
て
い
た
。

　

第
２
４
３
回
未
来
会
（
東
久
仁
夫
代

表
幹
事
）
が
10
月
14
日
に
ホ
テ
ル
ヴ
ィ

ス
キ
オ
尼
崎
（
尼
崎
市
潮
江
１
）
で
開

か
れ
た
。
日
本
ス
マ
イ
リ
ス
ト
協
会
の

近
藤
友
二
会
長（
88
）＝
写
真
＝
が「
新

型
コ
ロ
ナ
と
笑
顔
と
音
楽
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

11
月
15
日
号
の
１
面
で
東
大
阪
商
工
会
議
所
の
副

会
頭
を
「
濱
谷
和
也
」
と
表
記
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は「
濵
谷
和
也
」で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和２年１２月１日（火）

社交ダンス社交ダンス
抽選会抽選会
歌謡ショー歌謡ショー

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

正

羽曳野店：〒583-0866　羽曳野市埴生野1148-3 0120-1212-94
お気軽にご相談ください

水曜
定休

わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会

爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！

日　程　令和 3年（2021年）1月24日（日）
　　　　14：00～開演（13：00開場）
会　場　八尾プリズムホール
参加費　S 席 5,800 円　A席 5,300 円（※18歳未満は入場不可）
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター

綾小路きみまろ

　

若
者
と
話
す
の
は
愉
快
だ
。
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

に
よ
る
違
和
感
は
あ
る
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
マ

ン
ネ
リ
化
し
た
日
常
に
新
風
を
吹
き
込
み
、
頭
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
論
点
が
ず
れ

て
い
た
り
、
理
詰
め
が
甘
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
若
者
特
有
の
思
い
込
み

だ
と
理
解
で
き
る
。
指
摘
す
れ
ば
、
あ
っ
さ
り
修

正
す
る
。
そ
の
素
直
さ
が
い
い
。
な
ま
じ
年
を
取

る
と
、
ど
ん
な
に
間
違
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
通
し

て
悪
び
れ
な
い
人
が
多
い
。

　

ご
く
稀
に
、
80
歳
を
過
ぎ
て
も
90
歳
を
過
ぎ
て

も
誤
り
に
気
づ
く
や
否
や
潔
く
訂
正
す
る
老
人
が

い
る
。
瑞み

ず
み
ず々

し
い
心
を
失
っ
て
お
ら
ず
、
表
情
が

柔
ら
か
く
、
若
者
の
雰
囲
気
を
身
に
纏
っ
て
お
り

清
々
し
い
。

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
と
の
会
話
を
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ

も
私
も
大
い
に
気
に
入
り
、
時
間
を
見
つ
け
て

は
３
人
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
む
よ
う
に
な
っ

た
。
寒
く
な
る
に
従

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
し
、
カ

フ
ェ
で
ゆ
っ
く
り
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
な

く
な
っ
た
。
そ
う
し

て
、
私
の
部
屋
で
集

ま
る
よ
う
な
っ
た
。

11
月
15
日
に
投
開

票
さ
れ
た
モ
ル
ド
バ

大
統
領
選
決
選
投
票

で
親
欧
米
派
の
マ
イ

ア
・
サ
ン
ド
ゥ
前
首

相
が
勝
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で
見

て
、
３
人
で
会
う
こ
と
に
。
親
ロ
シ
ア
派
の
現
職

イ
ー
ゴ
リ
・
ド
ド
ン
が
負
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
隣

国
モ
ル
ド
バ
で
も
ロ
シ
ア
の
力
が
弱
ま
る
の
は
確

か
だ
。

　

得
意
顔
で
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
語
る
。

　
「
プ
ー
チ
ン
帝
国
が
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
よ
う
や
く
ロ
シ
ア
か
ら
解
放

さ
れ
ま
す
。
今
こ
そ
ド
ン
バ
ス
か
ら
ロ
シ
ア
軍
を

追
い
出
し
、ク
リ
ミ
ア
半
島
を
奪
還
す
る
時
で
す
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
口
を
挟
む
。

　
「
今
は
何
も
で
き
な
い
わ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
落
ち
着
い
て
か
ら
し
か
…
」

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
新
た
に
１
万
５
千
人
以
上
の

感
染
、
死
者
数
が
連
日
２
５
０
人
前
後
を
推
移
し

て
い
る
。
ロ
シ
ア
と
の
戦
い
も
続
い
て
い
る
が
、

ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
放
っ
て
は
お
け
な
い
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
162

隣国モルドバも親欧米派に

ウクライナ

8日  堺市倫理法人会監査　辻本加平氏「72歳、未来を語る!!『やりたいこと』がいっぱい!!」
22日  八尾市倫理法人会幹事　稲葉圭太氏「全てに感謝～倫理実践での気付き～」
29日  大阪府倫理法人会市内西地区地区長　前原弘昌氏「『正しく、楽しく、朗らかに』～MS朝礼の精度の高さが単会の未来を決める～」

1日  群馬県沼田市倫理法人会幹事　村松大輔氏「『究極の自己肯定感』～自己否定をしても感謝あふれるおはなし～」

10日  倫理研究所近畿方面担当研究員　呉屋嘉治氏「小さな実践による大きな効果」
17日  大阪市倫理法人会副事務長　保坂幸彦氏「倫理指導と実践を通して気づいたこと」
24日  倫理研究所法人スーパーバイザー　木村雅氏「世界に広がる倫理経営」

3日  寝屋川市倫理法人会会長　一貫坂彰氏「人は鏡、万象はわが師」

11日  倫理研究所法人スーパーバイザー　佐藤福男氏「栞の効用～あるがままで それでいい～」
18日  泉州倫理法人会会長　櫻井一宇氏「己を尊ぶ」
25日  東大阪市倫理法人会幹事　田口道子氏「振り返り思うこと」

4日  東大阪市倫理法人会副専任幹事　江崎高志氏「支えられた言葉で紡ぐ 倫理入会から1年半の軌跡」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-234512月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-096812月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-467712月の予定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
十
分
に

取
っ
た
上
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ

ｒ
ａ
会
員
ら
約
50
人
が
集

い
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰

囲
気
だ
っ
た
。

　

社
交
ダ
ン
ス
、抽
選
会
、

Ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
２
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
、
Ｋ
ｉ

ｒ
ａ
ｒ
ａ
代
表
の
村
松
真

代
さ
ん
（
49
）
＝
写
真
＝

は
、
開
催
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、
参
加
者
１
人
１

人
の
健
康
と
幸
せ
を
願

い
、
会
を
閉
じ
た
。

　

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
（
キ
ラ
ラ
）
＝

八
尾
市
光
南
町
２
―
２
―
39
＝
の
第
６
回
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
サ
ン
ク
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町

６
）
で
開
か
れ
、
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
会
員
ら
約
50
人

が
集
っ
た
。

　

や
ま
ん
ね
き
音
楽
会
ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
能
が
11
月
15
日
に

茶
吉
庵
（
八
尾
市
恩
智
中

町
３
―
１
）
で
開
か
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と

し
て
、
昼
公
演
と
夜
公
演

そ
れ
ぞ
れ
40
人
限
定
で
行

わ
れ
た
。

　

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

Ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ

ｏ
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
（
ク
ァ

ル
テ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ソ
）
＝

ビ
オ
ラ
・
岩
井
英
樹
さ
ん
、

バ
イ
オ
リ
ン
・
宮
田
英
恵

さ
ん
＋
黒
瀬
奈
々
子
さ

ん
、
チ
ェ
ロ
・
石
田
聖
子

さ
ん
＝
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
生
誕
２
５
０
年
に
因
み

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
弦

楽
四
重
奏
曲
第
９
番
ハ
長

調
作
品
59
―
３
「
ラ
ズ
モ

フ
ス
キ
ー
第
３
番
」
な
ど

を
演
奏
し
た
。

　

斬
新
な
試
み
と
し
て
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
弦
楽
四

重
奏
曲
「
菊
」
の
演
奏
に

合
わ
せ
、
シ
テ
方
観
世
流

能
楽
師
の
水
田
雄
晤
さ
ん

（
48
）
が
舞
っ
た
。
さ
ら

に
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲

「
月
の
光
」
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
能
楽
「
羽
衣
」
を
謡

う
。和
と
洋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
生
み
出
す
新
し

い
芸
術
。
記
者
は
目
眩
を

覚
え
る
ほ
ど
陶
酔
し
た
が
、

小
春
日
和
に
見
た
夢
の
よ

う
で
も
あ
っ
た
。

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
Ｋ
ｉ
ｒ
ａ
ｒ
ａ

解説する岩井英樹さん（左）と水田雄晤さん

　

舞
台
は
敗
戦
色
の
濃
い

大
阪
と
北
九
州
。
子
ど
も

た
ち
を
戦
火
と
飢
餓
か
ら

救
い
た
い
と
懸
命
に
生
き

る
１
人
の
女
性
が
い
た
。

実
話
を
も
と
に
し
た
本
書

は
八
尾
・
龍
華
町
の
旧
家

橘
家
の
長
女
と
し
て
、
何

不
自
由
な
く
育
っ
た
橘
ト

シ
子
が
周
囲
の
猛
反
対
に

抗
い
な
が
ら
挑
ん
だ
ポ
ン

菓
子
製
造
機
づ
く
り
の
奮

闘
記
で
あ
る
。

　

戦
後
75
年
―
。
子
ど
も

の
頃
、
コ
メ
を
手
に
し
て

ポ
ン
菓
子
の
列
に
並
ん
だ

人
も
多
い
だ
ろ
う
。
奇
跡

的
と
い
わ
れ
た
戦
後
復
興

を
成
し
遂
げ
た
人
び
と
の

生
き
ざ
ま
の
一
断
面
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
本
書

は
、
親
か
ら
子
や
孫
へ
と

話
題
に
し
て
ほ
し
い
１
冊

だ
。龍

華
町
に
つ
い
て

　

主
人
公
の
ト
シ
子
は

「
土
の
匂
い
の
す
る
人
の

往
来
の
な
い
、
そ
ん
な
地

味
な
町
に
、
龍
華
町
と
い

う
美
し
い
名
前
が
つ
い
て

い
た
の
で
す
」
と
生
地
を

紹
介
。
現
在
の
八
尾
市
龍

華
町
は
、
市
の
西
側
に
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
・
お

お
さ
か
東
線
久
宝
寺
駅
の

南
側
一
帯
で
あ
る
。
駅
前

に
八
尾
市
立
病
院
や
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業
施
設

が
立
ち
な
ら
び
市
街
地
開

発
が
進
ん
で
い
る
。

　

歴
史
的
に
は
、
こ
の
辺

り
は
橘

た
ち
ば
な

島じ
ま

と
も
呼
ば
れ
、

奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た

龍
華
寺
に
由
来
す
る
と
い

う
。
本
書
で
は
橘

た
ち
ば
な

の
別

称
「
立
花
」
を
「
り
ゅ
う

げ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら

つ
け
ら
れ
た
地
名
と
述
べ

て
い
る
。
祖
母
が
「
橘
家

の
家
系
は
神
武
天
皇
ま
で

遡
る
」
と
話
す
の
が
興
味

深
い
。

　
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
７

６
９
年
に
称
徳
天
皇
が
西

京
由
義
宮
行
幸
の
際
に
龍

華
寺
（
廃
寺
、
安
中
小
学

校
庭
に
「
龍
華
寺
跡
」
石

碑
）
参
詣
と
あ
る
。
近
く

に
国
史
跡
の
由
義
寺
跡（
東

弓
削
遺
跡
）
も
あ
り
、
称

徳
天
皇
と
弓
削
道
鏡
の
時

代
が
偲
ば
れ
る
土
地
柄
だ
。

内
容
に
つ
い
て

　

登
場
人
物
の
う
ち
で
重

要
な
１
人
が
「
う
る
さ
い

が
意
地
悪
で
は
な
い
」
女

中
頭
の
ヤ
エ
さ
ん
。
４
歳

の
こ
ろ
に
父
は
梅
田
の
小

料
理
屋
の
女
将
と
懇
ろ
に

な
り
、
母
は
離
縁
状
を
父

に
叩
き
つ
け
離
婚
。
泣
く

子
も
黙
る
祖
母
が
子
ど

も
ら
を
離
す
は
ず
も
な

く
、
母
親
代
わ
り
に
さ
れ

た
。
ヤ
エ
さ
ん
か
ら
「
い

と
は
ん
ら
し
く
し
な
さ

い
ッ
！
」
と
叱
ら
れ
る
が

「
大
き
な
っ
た
ら
機
械
を

つ
く
る
工
学
博
士
に
な
る

ね
ん
」
と
返
す
。

　

あ
る
日
、
鬼
の
よ
う
に

厳
し
い
祖
母
は
「
自
分
の

こ
と
、
何
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
自
分
ら

し
く
し
て
え
え
ん
や
で
。

そ
れ
ま
で
は
我
慢
し
。
あ

ん
た
の
た
め
に
言
う
て
る

ん
や
。
わ
か
っ
た
な
」
と

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
言

い
聞
か
せ
る
。「
女
の
子

ら
し
い
て
」「
自
分
ら
し

い
て
」「
い
と
は
ん
ら
し

い
て
」
と
懸
命
に
考
え
る

ト
シ
子
。

　

幼
い
こ
ろ
の
父
母
の
思

い
出
と
し
て
お
ぼ
ろ
げ
に

あ
る
の
が
、
博
覧
会
で
見

た
甘
い
飴
が
け
の
サ
ク
サ

ク
し
た
ポ
ン
菓
子
の
味
と

大
き
な
炸
裂
音
を
出
す
機

械
だ
。「
お
父
ち
ゃ
ん
、

あ
れ
は
な
に
？
」
と
い
う

問
い
に
、「
バ
ケ
モ
ン
か

も
わ
か
ら
ん
で
」
と
父
、

「
そ
の
お
菓
子
は
、
バ
ケ

モ
ン
さ
ん
の
涙
や
」
と
言

う
母
。
タ
イ
ト
ル
は
こ
の

母
の
言
葉
で
あ
る
。　

　

高
等
小
学
校
の
こ
ろ
、

機
械
の
設
計
図
が
父
の
知

人
の
工
学
博
士
か
ら
絶
賛

さ
れ
、
機
械
づ
く
り
に
傾

倒
す
る
。
し
か
し
、
開
戦

前
で
あ
り
普
通
に
高
等
女

学
校
へ
進
学
、
国
民
学
校

の
教
師
と
な
る
。
機
械
図

面
の
ほ
か
に
も
う
１
つ
大

好
き
な
こ
と
は
子
ど
も
の

面
倒
を
見
る
こ
と
だ
っ

た
。
食
糧
不
足
か
ら
栄
養

失
調
で
命
を
落
と
す
子
ど

も
た
ち
を
何
と
し
て
も
救

い
た
い
と
。
19
歳
の
と
き

だ
っ
た
。

　

も
う
１
人
、
重
要
な
人

物
が
職
員
室
に
い
る
。
４

つ
年
上
の
幼
馴
染
の
修
造

さ
ん
（
山
口
修
造
先
生
）。

ト
シ
子
の
理
解
者
で
あ

る
。
ポ
ン
菓
子
機
械
の
設

計
図
は
で
き
た
。
製
造
す

る
に
は
鉄
が
必
要
だ
と
製

鉄
所
の
あ
る
北
九
州
に
一

人
乗
り
込
む
。
製
鉄
所
と

の
コ
ネ
に
恵
ま
れ
る
も
戸

畑
や
小
倉
は
米
軍
の
爆
撃

目
標
地
だ
。空
襲
の
な
か
、

荒
く
れ
の
職
工
た
ち
の
汗

と
酒
に
ま
み
れ
な
が
ら
の

試
作
機
づ
く
り
…
。
最
終

章
は
「
穀
類
膨
張
機
の
試

作
機
が
完
成
し
た
翌
日
に

長
崎
に
、
広
島
と
同
じ
よ

う
な
新
型
爆
弾
」「
終
戦

で
ポ
ン
菓
子
機
の
注
文
が

殺
到
」「
人
は
自
分
の
こ

と
だ
け
考
え
て
い
た
ら
、

な
に
が
自
分
ら
し
さ
な
の

か
、
決
し
て
わ
か
り
ま
せ

ん
、九
州
に
移
り
、分
か
っ

た
」
と
ト
シ
子
は
天
国
に

い
る
修
造
さ
ん
へ
手
紙
で

報
告
す
る
。

　

飢
餓
状
態
に
あ
る
子
ど

も
ら
に
「
早
う
ポ
ン
菓
子

食
べ
さ
せ
た
い
」
と
執
念

を
燃
や
す
。
修
造
さ
ん
が

大
阪
駅
で
見
送
っ
て
く
れ

た
と
き
の
「
一
念
だ
、
一

念
だ
よ
」
が
通
じ
た
。
ト

シ
子
の
ピ
ュ
ア
な
人
を
憂

う
心
に
多
く
の
人
が
引
き

込
ま
れ
て
い
く
の
は
利
他

の
生
き
方
で
あ
り
人
徳
だ

ろ
う
。

　
「
子
曰
く
、
徳
、
孤
な

ら
ず
。か
な
ら
ず
隣
あ
り
」

（「
徳
あ
る
人
は
決
し
て
孤

独
で
は
な
い
。
か
な
ら
ず

理
解
者
が
い
る
も
の
だ
」

論
語
）

　

九
州
で
初
め
て
荒す

さ

ん
だ

男
た
ち
と
酒
を
飲
み
交
わ

す
。職
工
集
め
の
た
め
だ
。

次
々
と
襲
う
困
難
や
苦
境

に
め
げ
ず
に
し
な
や
か
に

生
き
抜
い
て
い
く
。
祖
母

が
ト
シ
子
に
諭
し
て
い

た
「
自
分
ら
し
さ
」
の
追

求
は
い
つ
の
時
代
で
も
同

じ
だ
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

ろ
う
。
自
分
自
身
が
持
っ

て
い
る
本
当
の
考
え
を
実

現
さ
せ
る
ま
で
の
道
の
り

は
険
し
い
。
生
ま
れ
つ
き

持
っ
て
い
る
才
能
や
使
命

感
、
情
熱
を
で
き
る
限
り

発
揮
さ
せ
て
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
生
き
る
し
か

な
い
。
人
に
役
立
つ
生
き

方
が
「
自
分
ら
し
さ
」
だ

ろ
う
。

　

最
後
に
、
メ
リ
ハ
リ
の

利
い
た
展
開
で
、
無
理
な

く
分
か
り
や
す
い
文
体
は

一
気
読
み
が
で
き
る
。

　
「
朝
ド
ラ
」
に
な
れ
ば

高
視
聴
率
だ
ろ
う
。
山
歩

き
で
う
ま
い
湧
水
に
出

会
っ
た
よ
う
な
清
涼
感
が

残
る
。

（
石
河
亮
平
）

歌川たいじ著「バケモンの涙」
光文社　定価1,650円（税込み）

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
。

　

ｊ
ａ
ｊ
ａ
は
国
内
外
で

活
躍
す
る
サ
ッ
ク
ス
を
中

心
と
し
た
本
格
的
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
中
心
に
次
々
と
演
奏

し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
伊

藤
澪
さ
ん
（
21
）
が
登
壇

し
、
華
や
か
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ

　
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ｊ
ａ
ｊ
ａ
」
が

文
化
の
日
（
11

月
３
日
）
に
八

尾
市
文
化
会
館

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
・
大
ホ
ー
ル

（
八
尾
市
光
町

２
）
で
開
か
れ

た
。
主
催
は
八

尾
柏
原
自
動
車

整
備
協
会
と
ｊ

ａ
ｊ
ａ
サ
ポ
ー

ら
れ
た
。

　

伊
藤
さ
ん
が
バ
レ
エ

ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
後
、

軽
や
か
な
ジ
ャ
ズ
演
奏

に
合
わ
せ
て
６
人
の
バ

レ
エ
ダ
ン
サ
ー
が
ジ
ー

パ
ン
姿
で
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
踊
り
を
あ
で
や
か
に

見
せ
た
。

　

観
客
か
ら
手
拍
子
や

掛
け
声
が
沸
き
起
こ
り
、

盛
り
上
が
っ
た
。

（
植
村
眞
一
）

　

視
覚
障
が
い
の
実
際
を

１
人
で
も
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
八

尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
伊
藤
嘉
宏
会
長
）
は
11

月
14
日
に
ア
リ
オ
八
尾
１

階
（
八
尾
市
光
町
２
）
に

あ
る
光
町
ス
ク
エ
ア
で
啓

発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
10
月
10
日
に
八
尾
市

文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で

開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
続

き
、
八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
60
周
年
記
念
事
業
の

一
貫
。

　

社
会
福
祉
法
人
日
本
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
盲
導
犬
訓

練
所
の
赤
川
芳
子
指
導

員
（
49
）
が
盲
導
犬
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

歌
手
の
空
さ
や
か
さ
ん

（
37
）
が
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
ス
ト
レ
イ
ト
Ｇ
Ｏ
」
を

披
露
し
た
。

テーマソング誕生秘話について話す
伊藤嘉宏会長（左）と空さやかさん

視覚障がいの実際
啓発イベントをアリオ八尾で

八尾ライオンズクラブ

文
化
の
日
に
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
ｊ
ａ
ｊ
ａ
演
奏

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
伊
藤
澪
さ
ん
迎
え

華やかに踊る伊藤澪さん

伊藤澪さん（右から３人目）とバレエダンサー（楽屋で）

エステサロン Kirara 開くエステサロン Kirara 開く
第６回スペシャル・サンクス・パーティーベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０
年

や
ま
ん
ね
き
音
楽
会

や
ま
ん
ね
き
音
楽
会
withwith
能能 

開
催
開
催

和
と
洋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

和
と
洋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン茶吉

庵
で
　
　
　

新刊の紹介
八尾のいとはんが飢えた子どもらに
サクサクの飴がけポン菓子製造機つくる

歌川たいじ著「バケモンの涙」（光文社）

著者略歴
歌川たいじ（うたかわ・
たいじ）
1966 年東京都生まれ。
小説家、漫画家、エッ
セイスト。１日 10 万
アクセスを記録した
「♂♂ゲイです。ほぼ
夫婦です」のカリスマ
ブロガー。「じりラブ」
など多くの作品を持つ
人気漫画家でもある。
伝説的コミックエッセ
イ「母さんがどんなに
僕を嫌いでも」は映
画化され話題になる。
2015 年「やせる石鹸」
で小説デビューし、「花
まみれの淑女たち」に
続く本作が小説３作目
となる。
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